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畠島は田辺湾の南東部に位置する面積約

26，530m2の小島で，昭和43年国によって買い

取られて以来，京大瀬戸臨海実験所の実験地

として海洋生物の研究教育活動に利用されて

いる。この島の西岸にある砂質干潟にはワダ

ツミギボシムシ Balanoglossus carnosus 

(Willey) (半索動物門，腸鯨綱，ギボシムシ

科)の糞塊が多数見られるー画がある。本種

の体は柔軟で、こわれやすいため，採集は困難

である。従って，生息密度を調べたい場合，

直接採集するという方法は採りにくいのしか

し，干潟表面に盛り上げて排出される糞塊の

数は，実際の生息数にある程度対応している

ものとみなすことができょう。

本種は，潮間帯から潮下帯にかけての砂泥

底を生息場所としているが，畠島のこのー画

のように糞塊が高密度に見られる所は，日本

でも他に例を見ないと言われており(西川私

信)， 畠島を代表する貴重な生物の 1つでも

ある。畠島におけるギボシムシの記録は，古

くは 1928年までさかのぼることができ(駒

井， 1928).そこには“畠島と云ふ慮には汐干

にゆくとギボシムシが掘れる"とある。その

後，実験所を紹介する出版物には必ず畠島の

ギボシムシの記述を見ることができる (駒

井， 1929， 1930， 1939 :国立大学臨海臨湖実験

所長会議， 1968， 1972， 1976， 1980 :瀬戸臨海

実験所， 1969; Tokioka， 1969)。又，畠島で

行われた京大の臨海実習の記録にもギボシム

シは 1949年より記録されている。 一方，糞

塊数については， 1983 年 7~8 月に筆者らが

調べた結果が報告されたものと(和田・山本，

1984) ，それ以前には西川輝昭氏(現名古屋大

学教養部)が調べた未発表資料がある。

筆者らは， 1981年より毎年夏期の大潮干潮

時を中心にここでの本種糞塊の密度を記録し
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図1 ワダツミギボシムシの糞塊(左)と掘り

出された本体(右).
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ているが，ここでは 1988年夏期までのデータ

をまとめて報告しておく u 本報告作成に当っ

て助言を頂いた当実験所原田英司教授に深謝

する。

調査地域並びに方法 1981年7月にワダ

ツミギボシムシの糞塊が数多く見られる畠島

西岸の砂地に 20mX36.5mの永久コドラー

ト(No.l)を設け，それ以後夏期の大潮干潮

時を中心に折りあるごとにコドラート内にお

ける糞塊の数を調べた。その際，計数する糞

塊は明らかに棒状になっているものだけに

限った。 1984年7月には No.1のコドラート

に隣接して 10mX36.5mの永久コドラート

(No.2)を新たに設け，それ以後はこれら 2

つのコドラート内での糞塊数をそれぞれ調べ

た。 なお， 1981年7月から 1983年8月まで

は各糞塊の糞径も計測した。

調査期間中に見られたコドラート内の地形

的な変化としては， 1982年の冬期に No.1の

コドラート内に干潮時幅約2mの水路が長さ

約20mにわたって走るようになったことが

挙げられる。 この水路はそれ以後1988年ま

でほぼ同じ状態を保っている。コドラート内

のレベルは気象庁発行の潮位表の基準面か

ら +50~120cm の高さに相当し，調査期間中

このレベルに大きな変化は認められなかっ

た。底質は貝殻やレキ混じりの砂で，これも

調査期聞を通じて大きな変化は見られなかっ

た。

結果および考察表 lに各調査時における

糞塊数をまとめた。 No.1のコドラート内で

の糞塊数は， 1981年から 1983年までは毎年

40個を越す高い値を示す日があり， 特に

1983年7月10日には 87個という全調査期

間を通じての最大値が記録されている。 1984

年， 1985年になると糞塊数が40を越える日

はなくなり，続く 1986年， 1987年， 1988年

には最も多い日でもそれぞれ6個，12個，7個

となり，この3年間は l回を除いてどの日も

10個未満の低い値が続いている。 No.2のコ
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表1 1981年7月から1988年7月までの各
調査時における No.1・No.2コドラー
ト内のワダツミギボシムシ糞塊数.

年月日
糞NO塊.1個調体査数地 糞塊.2個調{査本数NO 地

81 7 30 58 
81 8 12 
81 8 17 32 
81 9 24 23 
81 II 24 23 
82 8 32 
82 3 26 16 
82 4 28 46 
82 5 27 40 
82 6 8 32 
82 7 23 16 
82 12 14 14 
83 2 23 8 
83 3 19 40 
83 5 13 53 
83 7 10 87 
83 7 II 42 
83 7 12 31 
83 7 13 29 
83 7 24 70 
83 7 27 

きゴ83 8 23 59 
83 8 25 46 
84 3 5 。
84 3 6 3 
84 3 8 8 
84 7 12 29 
84 7 14 8 
84 7 27 39 37 
84 7 30 10 8 
85 1 16 ワ 4 
85 3 26 25 。
85 4 8 18 5 
85 4 25 II 8 
85 5 22 11 7 
85 6 4 31 20 
85 6 15 14 8 
85 7 5 3 4 
85 7 17 29 25 
85 7 19 9 13 
85 7 21 5 10 
85 8 18 13 6 
86 2 10 7 。
86 3 27 6 4 
86 6 24 3 5 
86 7 24 6 2 
87 1 14 8 
87 4 15 12 14 
87 4 16 7 8 
87 5 15 9 11 
87 7 26 9 13 
87 8 10 4 4 
87 8 12 8 。
88 2 22 7 G 
88 5 5 7 
88 7 2 8 
88 7 31 2 2 
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図2 1981年7月から 1983年8月までの糞径
組成の頻度分布.
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ドラート内の糞塊数も， 1984~1985 年には 10

個を越す高い値を示す日が5回見られるが，

1986年以降は 1回を除いてどの日も 10個未

満となっている。 つまり， No.1， No.2とも

に， 1986年以降はそれ以前に比べて糞塊数が

少なくなっており， 実際の生息数が1986年

以降低くなったことを示唆している。

図2は， 1981年7月から 1983年8月まで

の各調査時における糞径組成をまとめたもの

である。この期間中調べられた糞径のうち最

大は 17mrn，最小は 3mmであった。図2に

よれば，各ヒストグラムのピークは調査時に

よって多少ずれていることが認められる。特

に秋から冬あるいは春にかけての時期に

7.5mm未満の小さい糞径を示す糞塊の割合

が高くなるという傾向が見られる。糞径がギ

ボシムシの消化管の幅に相関しているとすれ

ば，この傾向は，秋以降の寒い時期には糞塊

を出す個体の中に占める小型個体の割合が高

くなっていることを示唆している。
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